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1 詳細は第 3 章で述べる。 
2 「根本的な要因」としたのは、「ほめ」が失敗する要因には表情や目線、声のトーンなどのパラ言語的な要素が
関係していることが多く、詳細な分析をすると終わりがないと考えたためである。 
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   A：もう宿題やった？ 
   B：うん、だいたい。 
   A：すげーな、B は。いつもやっ 
     とうけーのー。 
 【受け手主導型の例】 
   A：ねえ、これ。 
   B：すてきっ。 
   A：貰ったの。 








                                                          
3 Brown and Levinson(1987)の概念。詳細は次章で述べる。 
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ィブフェイス」という 2 つの側面があるとした。コミュニケーションをとる上で FTA になる行為は
多いが、それらを避けて人とかかわっていくことはできない。そのため、人は FTA にならないように
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ポライトネスストラテジーには、1．without redressive action, baldly(あからさまに言う)、2．
positive politness (ポジティブフェイスに配慮した補償行為を行う)、3．negative politeness(ネガテ
ィブフェイスに配慮した補償行為を行う)、4．off record(ほのめかす)、5．Don’t FTA（FTA を行わな
い）という 5 つの選択肢があり、FTA が大きい場合には数字の大きいストラテジーが選ばれ、小さい
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第 1 条件：ほめ手がほめようと意図している。 
第 2 条件：受け手や受け手の所有物・家族に対して肯定的な価値があると明示的／暗示的4に伝える 
第 3 条件：ほめ手の発話を受け手が「肯定的な価値を付加された」として受け取る 
第 1 条件はほめ手の意図の段階、第 2 条件は言語化の段階、第 3 条件は受け手側の解釈の段階であ
る。第 2 条件は表現の仕方で明示的と暗示的に分類されるとする。暗示的表現は、価値があることを
受け手に伝えられる、「ほめに類似した機能」が用いられると考える。先行研究では、第 3 条件は考
慮していないことが多かったが、本研究では第 3 条件を最も重要な条件として捉える。つまり、第 1
条件が満たされていない状態でも第 2 条件、第 3 条件が満たされていれば「ほめ」としてみなすこと












功」とし、これも本研究では扱わないことにした。最後に、第 1 条件から第 3 条件、すべてが満たさ
れていないものは「他の機能」になることも確認しておく。これらのことを［表 1］として以下にま
とめる。 
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 ほめ 皮肉 他の機能 
第 1 条件 ○ ○ × × ○ ○ －5 － × 
第 2 条件 明 暗 明 暗 明 暗 ○ ○ 暗 
第 3 条件 ○ ○ ○ ○ × × － ○ × 
名称 








表 1 「ほめ」になる条件 
 
Ⅳ．調査 






















                                                          
5 「相手を貶めよう」といったネガティブな感情が存在している 
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④ 調査結果から日本語母語話者が FTA になりやすい状況で使用するストラテジーの特徴を分析
し、ほめ方の傾向性を把握する。 
⑤ それらの特徴を発話機能の観点から捉えた上で 4 つの「ほめ型」を提示する。 





まず、「ほめ」が失敗する要因を追求するため、2015 年 8 月～11 月の期間で、20 代を中心とした
日本語母語話者の男女 60 名に Web でのアンケートを実施した。 
自信の有無×期待の有無×ほめ方(明示的・暗示的)×ほめ手と受け手の関係性(専門性や経験が自分
よりも上か下か)という 4 つの軸から状況を設定し、8 つの対象(①努力②作品③業績④性格⑤容姿・
外見⑥家族⑦持ち物⑧所属)についての「ほめ」をどのように受けとるか調査した。全 128 の設問に















図 1 本調査(アンケート) 
 
 




































                                                          
7 t 検定というのは 2 つのグループが偶然誤差の範囲内にあるか、その確率を求めるものである。 
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8 「ほめストラテジー」の一部として提示する 
ほめが失敗する要因とほめストラテジーについて 































(26) (受け手の勤務先に対して)  OO さんの仕事の話、聞かせてほしいな。 
(27) (受け手の作った料理に対して)どうしたらこんなにおいしく作れるんすか？ 
(28) (おしゃれな先輩に対して)  先輩のセンスがほしい(笑) 
 
                                                          
9 注意書きがない例文は全て調査で得られたデータから抜粋している。 
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(29) (友人の性格に対して) ○○さんがいてくれてとても助かっています。 
(30) (能力の高い先輩に対して) 先輩がうらやましいです！ 






















(32) (先輩の家族に対して) 暖かい家庭・・・、うらやましいなぁ・・・。   
(33) (勉強を頑張っている先輩に対して)  毎日 6 時間勉強してるんですか？すげー。 
















それぞれにどのような特徴があるのか判断するため、2015 年 12 月に 10 代から 30 代の男女 25 名(男
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10 金銭や性、年齢に関することなど 
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これらの要因が認められた場合にはどの「ほめストラテジー」を用いても FTA になる可能性を軽減
できないことが多いため、「ほめない」ストラテジーの選択を推奨したい。 
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 ほめ手のほめ意図 受け手  
1 ○ ○ ＝ほめ成功(本来的ほめ) 
2 × ○ ＝ほめ成功(結果的ほめ) 






 ほめ手のほめ意図 受け手  
3 ○ × ＝本来的ほめ失敗 
4 × × ＝他の機能 



















                                                          
11 本研究の「本来的ほめ」と「結果的ほめ」にあたるもの 
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態も把握し、レベルごとに使用されるほめ形式を調査した上で具体的な「ほめ」の指導を提案するこ
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